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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
ロ
ド
ス
ア
イ
ラ
ン
ド
艦
底
部
に
あ
る
図
書
館
の
お
話
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

第
1
話
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第
1
話

　　
確
認
さ
れ
た
武
装
勢
力
の
戦
闘
員
に
つ
い
て

　
記
：
戦
術
情
報
部

　
機
密
レ
ベ
ル
；
Ａ

　
本
文
書
は
作
戦
指
揮
に
関
わ
る
人
員
、
エ
リ
ー
ト
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
み
閲
覧
可
能
。

　
当
該
人
物
以
外
の
閲
覧
は
閲
覧
権
限
を
も
つ
人
物
３
名
以
上
か
ら
の
推
薦
を
受
け
た
上
で
、
戦
術
情

報
部
部
長
へ
申
請
の
上
許
可
を
得
た
場
合
の
み
可
能
と
な
る
。

　
申
請
に
係
る
様
式
は
別
紙
参
照
。

　
概
要

　
近
年
の
傾
向
と
し
て
、
武
装
勢
力
の
過
激
化
、
大
規
模
化
が
著
し
く
作
戦
行
動
上
の
重
大
な
脅
威
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
敵
戦
力
に
係
る
情
報
の
重
要
性
は
作
戦
の
成
否
の
み

な
ら
ず
参
加
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
生
命
に
直
結
す
る
た
め
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
本
文
書
で
は
、
敵

戦
闘
員
に
関
す
る
情
報
を
作
戦
中
の
戦
術
偵
察
の
み
な
ら
ず
元
武
装
勢
力
構
成
員
、
鹵
獲
文
書
、
情
報

提
供
者
と
い
っ
た
秘
匿
性
が
求
め
ら
れ
る
情
報
源
よ
り
収
集
し
、
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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番
号
：
１

　
名
称
：
ス
リ
ン
グ
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
遠
距
離
・
物
理

　
耐
久
：
Ｄ

　
攻
撃
力
：
Ｂ

　
防
御
力
：
Ｄ

　
術
耐
性
：
Ｄ

　
備
考
：
攻
撃
速
度
が
遅
い
が
、
射
程
が
長
い
。
攻
撃
時
に
お
い
て
一
定
の
確
率
で
ダ
メ
ー
ジ
が
大
幅

に
上
昇
す
る
。

　
概
要

　
頑
丈
な
紐
で
作
成
さ
れ
た
投
石
具
を
装
備
し
た
兵
士
。
原
始
的
な
武
装
だ
が
、
大
重
量
の
物
体
を
音

も
な
く
遠
方
に
投
射
で
き
る
た
め
侮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
詳
細

　
標
準
的
な
体
格
の
人
物
が
使
用
し
た
場
合
、
２
㎏
の
物
体
を
１
０
０
ｍ
以
上
投
射
可
能
。
武
器
本

体
、
投
射
物
双
方
と
も
入
手
、
製
造
が
容
易
で
あ
る
た
め
今
後
の
紛
争
で
多
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
ま
た
、
曲
射
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
に
も
十
分
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
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メ
モ

　
こ
れ
を
渡
さ
れ
た
時
は
「
あ
あ
、
詰
ん
だ
」
と
思
っ
た
が
、
戦
場
で
は
感
染
者
狩
り
の
糞
ど
も
を
幾

度
と
な
く
ぶ
ち
の
め
し
て
く
れ
た
。
今
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
練
習
し
て
よ
。
安
い
し
ド
ン
パ
チ
か
ら

狩
り
ま
で
使
え
る
か
ら
な
。

　
聞
き
取
り
：
元
レ
ユ
ニ
オ
ン
兵
士
（
現
：
農
夫
●
●
●
●
）

　　
番
号
：
２

　
名
称
：
火
炎
ス
リ
ン
グ
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
遠
距
離
・
術

　
耐
久
：
Ｄ

　
攻
撃
力
：
Ｂ

　
防
御
力
：
Ｄ

　
術
耐
性
：
Ｄ

　
備
考
：
攻
撃
速
度
が
遅
い
が
、
射
程
が
長
い
。
着
弾
地
点
周
辺
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

　
概
要

　
頑
丈
な
紐
で
作
成
さ
れ
た
投
石
具
を
装
備
し
た
兵
士
。
原
始
的
な
武
装
だ
が
、
大
重
量
焼
夷
物
を
音
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も
な
く
遠
方
に
投
射
で
き
る
た
め
侮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
着
弾
時
に
大
量
の
燃
料
を
飛
散
さ
せ
る

た
め
密
集
し
て
対
抗
す
る
こ
と
は
自
殺
行
為
だ
ろ
う
。

　
詳
細

　
ス
リ
ン
グ
兵
よ
り
格
段
に
脅
威
度
が
高
い
。
人
力
で
投
擲
不
能
な
大
型
の
焼
夷
弾
（
火
炎
瓶
を
複
数

本
収
束
し
た
も
の
が
一
般
的
）
を
遠
方
に
投
射
で
き
る
。
こ
の
攻
撃
は
密
集
し
た
治
安
部
隊
相
手
に
非

常
に
有
効
で
あ
り
チ
ェ
ル
ノ
ボ
ー
ク
事
変
に
お
い
て
防
衛
線
の
早
期
瓦
解
の
一
因
に
な
っ
た
。

　
諜
報
文
書
：
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
戦
闘
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
他
投
射
兵
科
同
様
、
集
中
投
入
す
べ
し
。
本
兵
科
は
敵
部
隊
に
対
す
る
攻
撃
の
み
な
ら
ず
精
度
を
考

慮
せ
ず
最
大
射
程
で
投
射
し
た
場
合
で
も
強
力
な
焼
夷
効
果
に
よ
り
火
災
を
発
生
さ
せ
後
方
を
か
く

乱
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
用
途
で
使
用
す
る
場
合
は
建
造
物
の
性
質
、
密
集
状
況
等
を
考
慮
す

る
こ
と
。

　　
番
号
：
３

　
名
称
：
爆
弾
魔

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
遠
距
離
・
術

　
耐
久
：
Ｃ
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攻
撃
力
：
Ｃ

　
防
御
力
：
Ｃ

　
術
耐
性
：
Ｃ

　
備
考
：
着
弾
地
点
周
辺
に
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

　
概
要

　
粗
雑
な
原
料
で
製
造
さ
れ
た
爆
弾
を
装
備
し
た
兵
士
。
爆
薬
の
低
性
能
を
量
で
補
っ
て
お
り
攻
撃

力
は
侮
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
詳
細

　
鉄
管
に
爆
薬
を
充
填
し
破
片
効
果
を
高
め
る
た
め
に
針
金
や
紐
で
釘
を
巻
き
付
け
た
即
席
手
榴
弾

を
装
備
し
た
兵
士
。

　
体
格
が
良
く
投
擲
能
力
に
優
れ
た
兵
士
を
選
抜
し
編
成
さ
れ
る
。
爆
発
物
は
レ
ユ
ニ
オ
ン
内
で
は

か
な
り
貴
重
な
物
資
で
あ
り
、
人
数
は
少
な
い
。
重
装
兵
以
外
に
も
建
造
物
攻
撃
に
も
有
効
で
あ
り

チ
ェ
ル
ノ
ボ
ー
ク
事
変
で
は
治
安
部
隊
拠
点
攻
撃
に
集
中
投
入
さ
れ
、
指
揮
系
統
の
早
期
崩
壊
の
原
因

と
な
っ
た
。

　
メ
モ

　
爆
薬
製
造
部
隊
は
精
鋭
の
部
隊
に
護
衛
さ
れ
頻
繁
に
移
動
し
て
い
る
と
の
噂
だ
。
な
に
し
ろ
爆
弾

を
届
け
て
く
れ
た
輸
送
兵
す
ら
複
数
人
を
介
し
た
末
に
爆
弾
を
受
け
取
っ
た
ら
し
く
機
密
性
が
と
に
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か
く
高
い
ん
だ
。

　
聞
き
取
り
：
元
レ
ユ
ニ
オ
ン
兵
士
（
現
：
傭
兵
●
●
●
）

　　
番
号
：
４

　
名
称
：
槍
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
近
距
離
・
物
理

　
耐
久
：
Ｄ

　
攻
撃
力
：
Ｃ

　
防
御
力
：
Ｄ

　
術
耐
性
：
Ｄ

　
備
考
：
射
程
が
や
や
長
い
。
隣
接
す
る
高
台
に
攻
撃
可
能
。
一
定
の
防
御
力
を
無
視
し
て
攻
撃
す

る
。

　
概
要

　
建
材
等
を
活
用
し
た
粗
雑
な
槍
を
装
備
し
た
兵
士
。
剣
よ
り
射
程
が
長
く
高
台
に
も
攻
撃
が
で
き

る
。

　
詳
細
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２
〜
３
ｍ
の
短
め
の
槍
を
装
備
し
て
い
る
。
こ
れ
は
市
街
地
や
森
林
地
帯
で
の
取
り
回
し
を
考
慮

し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
刺
突
は
防
御
・
回
避
が
困
難
で
高
い
防
御
力
を
持
っ
て
い
て
も
油
断
で

き
な
い
。
ど
う
や
ら
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
中
で
も
練
度
の
低
い
新
米
兵
が
多
い
兵
科
ら
し
く
、
敵
に
対
し
て

複
数
人
で
対
抗
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
模
様
。

　
諜
報
文
書
：
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
戦
闘
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
兵
士
４
名
に
指
揮
官
１
名
で
１
班
を
編
成
し
、
指
揮
官
の
命
令
で
単
一
目
標
に
集
中
攻
撃
す
る
こ

と
。
攻
撃
前
に
は
陽
動
と
か
く
乱
に
よ
り
敵
を
分
散
さ
せ
数
的
優
位
を
絶
対
に
確
保
す
る
こ
と
。
可

能
な
ら
複
数
班
で
連
携
し
多
方
向
か
ら
攻
撃
す
る
べ
し
。

　　
番
号
：
５

　
名
称
：
急
造
盾
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
近
距
離
・
物
理

　
耐
久
：
Ｃ

　
攻
撃
力
：
Ｂ

　
防
御
力
：
Ｂ

　
術
耐
性
：
Ｄ
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備
考
：
攻
撃
速
度
、
移
動
力
が
高
い
。
一
定
量
の
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な
い
と
Ｈ
Ｐ
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
一
定
量
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
り
盾
を
破
壊
さ
れ
る
と
攻
撃
力
、
攻
撃
速
度
、
防
御
力
、
移
動

力
が
低
下
す
る
。

　
概
要

　
建
材
等
を
活
用
し
た
粗
雑
な
盾
を
装
備
し
た
兵
士
。
正
規
の
盾
で
は
な
い
が
一
定
の
有
効
性
が
あ

る
。

　
詳
細

　
あ
り
合
わ
せ
の
素
材
で
作
成
さ
れ
た
盾
を
持
っ
た
兵
士
。
盾
は
片
手
持
ち
の
も
の
で
は
か
な
り
の

大
き
さ
で
あ
り
、
若
干
取
り
回
し
づ
ら
い
が
か
な
り
の
範
囲
を
防
護
で
き
る
。
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
技
術
者

や
職
人
が
製
造
し
て
い
る
も
の
は
防
具
と
し
て
一
定
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
た
め
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
性
能
は
と
も
か
く
盾
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
防
御
力
以
上
に
精
神
的
な
面
に
作
用
す
る

面
が
大
き
く
、
盾
が
あ
る
場
合
は
大
胆
に
攻
撃
し
て
く
る
が
、
失
う
と
弱
腰
に
な
る
こ
と
が
多
い
模
様
。

　
メ
モ

　
技
能
は
身
を
助
け
る
っ
て
死
ん
だ
親
方
は
よ
く
言
っ
て
い
た
が
・
・
。
盾
を
作
れ
る
か
ら
前
線
に
出

ず
に
済
ん
だ
わ
け
だ
か
ら
あ
な
が
ち
間
違
い
っ
て
わ
け
で
も
な
い
ら
し
い
。
今
で
も
技
を
仕
込
ん
で

く
れ
た
親
方
に
は
感
謝
し
て
る
。

　
聞
き
取
り
：
元
レ
ユ
ニ
オ
ン
技
術
者
（
現
：
溶
接
・
板
金
工
●
●
●
）
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番
号
：
６

　
名
称
：
刀
車
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
近
距
離
・
物
理

　
耐
久
：
Ａ

　
攻
撃
力
：
Ａ

　
防
御
力
：
Ａ

　
術
耐
性
：
Ｃ

　
備
考
：
ブ
ロ
ッ
ク
数
３
未
満
の
ユ
ニ
ッ
ト
は
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
な
い
。
攻
撃
を
誘
引
す
る
。

　
概
要

　
東
国
で
使
用
さ
れ
る
刀
車
を
運
用
す
る
兵
士
。
移
動
速
度
は
遅
い
が
そ
の
重
量
故
阻
止
は
困
難
で

あ
る
上
、
装
備
さ
れ
た
投
光
器
で
敵
の
視
線
を
引
き
付
け
味
方
を
援
護
す
る
。

　
詳
細

　
移
動
式
の
バ
リ
ケ
ー
ド
。
構
造
的
に
は
頑
丈
な
リ
ヤ
カ
ー
を
鉄
板
や
厚
手
の
木
材
等
で
補
強
し
。

前
面
に
衝
角
を
付
け
た
も
の
。
ロ
ー
テ
ク
兵
器
だ
が
、
分
解
運
搬
が
可
能
な
ど
実
用
性
は
高
く
、
戦
闘

で
は
バ
リ
ケ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
勢
い
を
つ
け
て
突
っ
込
ま
せ
る
な
ど
多
様
な
運
用
が
な
さ
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れ
た
。

　
メ
モ

　
こ
れ
、
大
体
３
人
か
４
人
で
押
す
ん
で
す
け
ど
息
が
合
わ
な
い
と
ま
っ
す
ぐ
進
ま
な
い
ん
で
す
。
戦

闘
で
は
な
か
な
か
役
に
立
ち
ま
し
た
が
、
も
っ
と
他
に
な
か
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

　
聞
き
取
り
：
元
レ
ユ
ニ
オ
ン
兵
士
（
現
：
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
●
●
●
）

　　
番
号
：
７

　
名
称
：
火
炎
放
射
兵

　
所
属
：
レ
ユ
ニ
オ
ン

　
攻
撃
方
法
：
遠
距
離
・
術

　
耐
久
：
Ｂ

　
攻
撃
力
：
Ｂ

　
防
御
力
：
Ｂ

　
術
耐
性
：
Ａ

　
備
考
：
攻
撃
方
向
の
直
線
３
マ
ス
を
攻
撃
す
る
（
８
方
向
）。
攻
撃
範
囲
内
の
ユ
ニ
ッ
ト
す
べ
て
に
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
。

　
概
要
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火
炎
放
射
機
と
源
石
汚
染
時
に
使
用
さ
れ
る
防
護
服
を
装
備
し
た
兵
士
。
広
範
囲
を
焼
き
払
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
防
衛
線
に
到
達
さ
れ
る
と
重
大
な
被
害
は
免
れ
な
い
。

　
詳
細

　
レ
ユ
ニ
オ
ン
の
技
術
陣
が
開
発
し
た
火
炎
放
射
機
を
装
備
す
る
精
鋭
兵
士
。
非
合
法
ル
ー
ト
、
鹵

獲
、
窃
盗
等
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
入
手
し
た
高
性
能
部
品
を
使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
火
炎
放
射
機
は
戦
場

に
お
け
る
重
大
な
脅
威
と
な
る
。
今
後
、
武
装
勢
力
の
拡
大
が
続
い
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
自

作
兵
器
を
持
つ
戦
闘
員
が
増
加
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
メ
モ

　
度
重
な
る
攻
撃
で
崩
れ
か
け
た
防
衛
線
は
こ
い
つ
で
と
ど
め
を
刺
さ
れ
た
。
少
し
炎
に
触
れ
た
か

と
思
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に
の
た
う
つ
火
だ
る
ま
。
動
く
も
の
を
片
っ
端
か
ら
焼
き
払
う
連
中
か

ら
逃
れ
る
た
め
に
俺
は
同
僚
を
・
・
・
・
。

　
聞
き
取
り
：
元
チ
ェ
ル
ノ
ボ
ー
ク
治
安
部
隊
隊
員
（
現
：
警
備
員
●
●
●
）
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